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評価の判定基準例
１　評価の３つの判定基準について
　指導要録では，観点別評価の結果について，各教科の目標に照らして，それぞれの評価の観点に対する実現状況を，「十分満足できる」と判断されるものを「Ａ」，「おおむね満足できる」と判断されるものを「Ｂ」，「努力を要する」と判断されるものを「Ｃ」と，３段階で評価することとしている。
　そこで，本書では，指導要録に記入する観点別評価の結果との整合性をはかり，評価の信頼性を高めるために，どのような特徴が見られればＡ，Ｂ，Ｃと判定されるのかを記述した基準をあらかじめ用意しておくことが望ましいと考え，小単元毎に，Ａ，Ｂの評価基準の具体例を示している。
　実際の評価にあたっては，まず，「おおむね満足できる」状況のＢを設定し，その評価規準に照らしてＢであるか，Ｂに満たない「努力を要する」状況のＣであるかを判断していく。次に，Ｂと判断されるもののうち，Ｂより質的・量的に高まっていると判断されるものを「十分満足できる」状況のＡとし，児童１人ひとりの状況を的確にとらえていくようにする。その際，Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれの達成状況を適切に評価するために，評価方法についても工夫していかなければならない。
　では，Ｂより質的・量的に高まったＡの状況とはどのような学習状況なのか，以下に具体例を示しておく。ただし，Ａの状況は，この例をベースに置きながら，児童の発達段階や学校・学級の実態を考慮しながら設定していくことが望ましい。
【算数に対する関心・意欲・態度】
●～のよさを進んで見いだしている。
●進んで生活や学習に生かそうとしている。
【数学的な考え方】
●根拠を明らかにしながら筋道だてて説明している。
●言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて，簡潔・明瞭・的確に表現している。

●多様な考えを見いだしている。
●多様な考えを関連づけて整理している。
●よりよい考え（一般性・発展性など）を追求している。
【数学的な技能】
●～を（が）確実にできる。
●～を（が）速く正確にできる。
●～を用いて工夫してできる。
【数学的な知識・理解】
●～を確実に理解している。
●～の感覚を十分にもっている。
２　個々の児童への指導の手だて
　目標に準拠した評価においては，実現の状況が不十分な児童に対し，どのような指導を行い，その児童を「おおむね満足できる」状況に導くのかが重要である。そこで，個に応じた指導の充実に向けたティーム・ティーチングや少人数指導などの指導体制の工夫，個別や小集団などの学習形態の工夫などの指導の改善を積極的にはかっていきたい。
　さらに，Ｃと評価した児童については，個のつまずきの状況に応じてスモールステップで補完していく学習の充実によりＢに到達するための具体的な支援を，Ｂと評価した児童については基礎的･基本的な内容のより確実な習得と質的・量的に高まったＡに到達するための具体的な支援を，Ａと評価した児童には，更なる習熟と課題の発展性を追究し，理解の確実性を高め，数学的な考え方を伸ばすための具体的な支援が重要である。

　このように，評価は，その結果が確実に１人ひとりの児童の学習活動に反映されなければならないし，指導者の学習指導の改善に生かされなければならない。評価とは，こうしたフィードバック機能をもった形成的なものである。
３　単元ごとの具体例
　以下では，具体的に各単元での評価例を掲載しているが，前述のとおり，これを1つの例としてとらえ，児童の発達段階や学校・学級の実態を考慮しながら各校，各学級で設定していくことが望ましい。
１　対称な図形
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　対称な図形
（●教p.6～9）
	関 いろいろな整った形を比較することを通して，進んで図形の特徴をとらえたり，共通点を見いだしたりしようとしている。
考 身のまわりの形や既習の多角形などについて対称性に着目して考察し，その結果を図形や言葉を用いて表現し，説明している。
技 線対称な図形，点対称な図形について理解し，弁別することが確実にできる。
知 「線対称」，「対称の軸」，「点対称」，「対称の中心」の用語とそれらの意味を確実に理解している。
	関 いろいろな整った形を比較することを通して，図形の特徴をとらえたり，共通点を見いだしたりしようとしている。
考 身のまわりの形や既習の多角形などについて，対称性に着目して考察している。
技 線対称な図形，点対称な図形について理解し，弁別することができる。
知 「線対称」，「対称の軸」，「点対称」，「対称の中心」の用語とそれらの意味を理解している。

	2　線対称な図形
（●教p.10～12）
	関 線対称な図形において，進んで対応する点，辺，角を見つけようとしたり，線対称な図形の残り半分をかくために線対称な図形の性質を進んで用いたりしようとしている。
技 線対称な図形の性質を用いて，対応する点を見つけたり，線対称な図形を作図したりすることが確実に正確にできる。
知 線対称な図形について，対応する点，辺，角の意味や性質，及び対応する２点を結ぶ直線は対称の軸によって垂直に２等分されることを確実に理解している。
	関 線対称な図形において，対応する点，辺，角を見つけようとしたり，線対称な図形の残り半分をかくために線対称な図形の性質を用いたりしようとしている。
技 線対称な図形の性質を用いて，対応する点を見つけたり，線対称な図形を作図したりすることができる。
知 線対称な図形について，対応する点，辺，角の意味や性質，及び対応する２点を結ぶ直線は対称の軸によって垂直に２等分されることを理解している。

	3　点対称な図形
（●教p.14～16）
	関 点対称な図形において，進んで対応する点，辺，角を見つけようとしたり，点対称な図形の残り半分をかくために点対称な図形の性質を進んで用いたりしようとしている。
技 点対称な図形の性質を用いて，対応する点を見つけたり，点対称な図形を作図したりすることが確実に正確にできる。
知 点対称な図形について，対応する点，辺，角の意味や性質，及び対応する２点を結ぶ直線は対称の中心を通り，対称の中心によって２等分されることを確実に理解している。
	関 点対称な図形において，対応する点，辺，角を見つけようとしたり，点対称な図形の残り半分をかくために点対称な図形の性質を用いたりしようとしている。
技 点対称な図形の性質を用いて，対応する点を見つけたり，点対称な図形を作図したりすることができる。
知 点対称な図形について，対応する点，辺，角の意味や性質，及び対応する２点を結ぶ直線は対称の中心を通り，対称の中心によって２等分されることを理解している。


	4　多角形と対称
（●教p.18～19）
	関 既習の四角形を対称という観点で進んで見なおそうとしている。
考 正多角形を対称という観点で調べ，どの正多角形も線対称であることや，正多角形が点対称になる場合について，図形を用いて具体的に説明している。
技 既習の四角形や正多角形を対称という観点でとらえ，対称の軸や対称の中心を正しく確実にかき入れることができる。
	関 既習の四角形を対称という観点で見なおそうとしている。
考 正多角形を対称という観点で調べ，どの正多角形も線対称であることや，正多角形が点対称になる場合について説明している。
技 既習の四角形や正多角形を対称という観点でとらえ，対称の軸や対称の中心をかき入れることができる。


２　文字を使った式
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　文字xを使った式
（●教p.23～26）
	関 未知数を□として式に表し，進んで問題を解決しようとしている。
考 未知数の求め方を考え，それを逆算の考えや図を用いるなどして説明している。
技 問題場面を，xを用いた式に表してxの値を求めたり，変数をxとして問題場面を式に表したりすることが確実にできる。
知 未知数を表す記号□の代わりにxという文字を使うことや，xが変数として様々な数値をとって変わっていく場合があることなどを確実に理解している。
	関 未知数を□として式に表し，問題を解決しようとしている。
考 未知数の求め方を考え，説明している。
技 問題場面を，xを用いた式に表してxの値を求めたり，変数をxとして問題場面を式に表したりすることができる。
知 未知数を表す記号□の代わりにxという文字を使うことや，xが変数として様々な数値をとって変わっていく場合があることなどを理解している。

	2　２つの文字x，yを使った式
（●教p.27～28）
	技 ともなって変わる２量の関係を，x，yを用いた式に確実に表すことができる。
知 ともなって変わる２量を，〇，△の代わりにx，yという文字で表せることなどを確実に理解している。
	技 ともなって変わる２量の関係を，x，yを用いた式に表すことができる。
知 ともなって変わる２量を，〇，△の代わりにx，yという文字で表せることなどを理解している。


３　分数のかけ算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　分数をかける計算
（●教p.32～36）
	関 乗数が分数の場合にも乗法の意味を拡張してとらえ，既習の乗法に関連づけて進んで立式しようとしている。
考 分数をかける意味を数直線図や乗数が整数の場合からの類推により考えたり，分数に分数をかける計算のしかたや約分のしかた，３口の乗法の計算のしかたを考え，図や式などを用いて具体的に説明している。
技 分数×分数の計算や３口の分数の乗法の計算が確実にできる。
知 分数をかけることの意味やその立式，及び計算原理や方法を確実に理解している。また，整数×分数も分数×分数の形に統合できることを確実に理解している。
	関 乗数が分数の場合にも乗法の意味を拡張してとらえ，既習の乗法に関連づけて立式しようとしている。
考 分数をかける意味を数直線図や乗数が整数の場合からの類推により考えたり，分数に分数をかける計算のしかたや約分のしかた，３口の乗法の計算のしかたを考えたりしている。
技 分数×分数の計算や３口の分数の乗法の計算ができる。
知 分数をかけることの意味やその立式，及び計算原理や方法を理解している。また，整数×分数も分数×分数の形に統合できることを理解している。

	2　面積・体積の公式と分数
（●教p.38～39）
	関 辺の長さが分数の場合でも，面積や体積の求積公式が適用できるかどうかを，図や式などを用いて進んで調べようとしている。
考 帯分数の乗法の計算のしかたを，面積図を根拠に考え，演繹的に筋道だてて説明している。
技 帯分数の乗法の計算が確実にできる。
知 辺の長さが分数の場合でも，面積や体積の求積公式が適用できることを確実に理解している。
	関 辺の長さが分数の場合でも，面積や体積の求積公式が適用できるかどうかを，進んで調べようとしている。
考 帯分数の乗法の計算のしかたを，面積図を根拠に考え，説明している。
技 帯分数の乗法の計算ができる。
知 辺の長さが分数の場合でも，面積や体積の求積公式が適用できることを理解している。

	3　積の大きさ
（●教p.40）
	考 乗数が１より大きい場合や小さい場合の積を求めたり，それらを表した数直線図をもとにしたりして，積と被乗数との大小関係を考え，演繹的に説明している。
知 乗数の大きさから，積と被乗数の大小関係が判断できることを確実に理解している。
	考 乗数が１より大きい場合や小さい場合の積を求めたり，それらを表した数直線図をもとにしたりして，積と被乗数との大小関係を考えている。
知 乗数の大きさから，積と被乗数の大小関係が判断できることを理解している。

	4　計算のきまり
（●教p.41）
	技 分数の計算についても，乗法の交換法則，結合法則や分配法則を活用し，工夫して確実に計算することができる。
知 分数の場合にも，乗法の交換法則，結合法則や分配法則が成り立つことを確実に理解している。
	技 分数の計算についても，乗法の交換法則，結合法則や分配法則を活用し，工夫して計算することができる。
知 分数の場合にも，乗法の交換法則，結合法則や分配法則が成り立つことを理解している。


４　分数のわり算
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　分数でわる計算
（●教p.44～50）
	関 除数が分数の場合にも除法の意味を拡張してとらえ，既習の除法に関連づけて進んで立式しようとしている。
考 分数でわる意味を，数直線図や除数が整数の場合からの類推により考えたり，分数でわる計算のしかたや約分のしかたを考えたりし，図や式などを用いて具体的に説明している。
技 分数÷分数の計算，逆数を求めること及び整数÷分数や帯分数を含む除法の計算が確実にできる。
知 分数でわることの意味や，その立式，及び計算原理や方法を確実に理解している。また，「逆数」の用語とその意味，及び整数÷分数も分数÷分数の形に統合できることなどを確実に理解している。
	関 除数が分数の場合にも除法の意味を拡張してとらえ，既習の除法に関連づけて立式しようとしている。
考 分数でわる意味を，数直線図や除数が整数の場合からの類推により考えたり，分数でわる計算のしかたや約分のしかたを考えたりしている。
技 分数÷分数の計算，逆数を求めること及び整数÷分数や帯分数を含む除法の計算ができる。
知 分数でわることの意味や，その立式，及び計算原理や方法を理解している。また，「逆数」の用語とその意味，及び整数÷分数も分数÷分数の形に統合できることなどを理解している。

	2　商の大きさ
（●教p.52）
	考 除数が１より大きい場合や小さい場合の商を求めたり，それらを表した数直線図をもとにしたりして，商と被除数との大小関係を考え，演繹的に説明している。
知 除数の大きさから，商と被除数の大小関係が判断できることを確実に理解している。
	考 除数が１より大きい場合や小さい場合の商を求めたり，それらを表した数直線図をもとにしたりして，商と被除数との大小関係を考えている。
知 除数の大きさから，商と被除数の大小関係が判断できることを理解している。

	3　整数，小数，分数の計算
（●教p.53）
	技 整数，小数，分数の混じった乗法や除法の計算が確実にできる。
知 整数，小数，分数の混じった乗法や除法の計算のしかたを確実に理解している。
	技 整数，小数，分数の混じった乗法や除法の計算ができる。
知 整数，小数，分数の混じった乗法や除法の計算のしかたを理解している。

	4　分数倍とかけ算，わり算
（●教p.54～56）
	技 分数倍にあたる大きさ，何倍か，１とみる大きさを求めるときに，分数の乗法や除法が適用されることを，整数や小数の場合から発展的に考え，それを数直線図や式を用いて説明している。
知 分数倍にあたる大きさ，何倍か，１とみる大きさを求めるときに，分数の乗法や除法が適用されることを確実に理解している。
	技 分数倍にあたる大きさ，何倍か，１とみる大きさを求めるときに，分数の乗法や除法が適用されることを，整数や小数の場合から発展的に考えている。
知 分数倍にあたる大きさ，何倍か，１とみる大きさを求めるときに，分数の乗法や除法が適用されることを理解している。


５　円の面積
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　円の面積の見積もり
（●教p.60～62）
	関 直径と円周の関係をもとに円の面積が何と関係しているのか，進んで考えたり調べたりしようとしている。
考 円に内接する正方形や外接する正方形に着目して，円の面積を見積もり，その結果に至るまでの過程を筋道だてて説明している。
技 方眼を利用して，円のおよその面積を確実に求めることができる。
知 方眼を利用した円のおよその面積の求め方を確実に理解している。
	関 直径と円周の関係をもとに円の面積が何と関係しているのか，考えたり調べたりしようとしている。
考 円に内接する正方形や外接する正方形に着目して，円の面積を見積もっている。
技 方眼を利用して，円のおよその面積を求めることができる。
知 方眼を利用した円のおよその面積の求め方を理解している。

	2　円の面積を求める公式
（●教p.63～67）
	関 円の中に正多角形をかいたり，円を分割して平行四辺形に並べたりして，進んで円の求積公式をつくりだそうとしている。
考 円に内接する正多角形の面積や，円を分割し平行四辺形に等積変形する方法から円の求積公式が導かれることを，図を用いたり式を変形したりし，筋道だてて説明している。
技 円の求積公式を用いて，円の面積を確実に求めることができる。
知 円の求積公式とその適用のしかたを確実に理解している。
	関 円の中に正多角形をかいたり，円を分割して平行四辺形に並べたりして，円の求積公式をつくりだそうとしている。
考 円に内接する正多角形の面積や，円を分割し平行四辺形に等積変形する方法から円の求積公式が導かれることを，筋道だてて説明している。
技 円の求積公式を用いて，円の面積を求めることができる。
知 円の求積公式とその適用のしかたを理解している。


６　速さ
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　速さ
（●教p.70～76）
	関 速さを道のりと時間の２つの量を用いて比べたり，表したりできないかと進んで考えている。
考 速さを比べるのに，時間を一定にしたり，道のりを一定にしたりして考えるとともに，数直線図や速さの意味などをもとにして道のりや時間を求める式を導き，それらについて筋道だてて説明している。
技 道のり，時間，速さのうち２つから，もう１つを求めることや，時速，分速，秒速を相互に変換することなどが確実にできる。
知 速さの比べ方や，速さ，道のり，時間を求める式，及び「時速」，「分速」，「秒速」の用語とそれらの意味や求め方などについて確実に理解している。
	関 速さを道のりと時間の２つの量を用いて比べたり，表したりできないかと考えている。
考 速さを比べるのに，時間を一定にしたり，道のりを一定にしたりして考えるとともに，数直線図や速さの意味などをもとにして道のりや時間を求める式を導いている。
技 道のり，時間，速さのうち２つから，もう１つを求めることや，時速，分速，秒速を相互に変換することなどができる。
知 速さの比べ方や，速さ，道のり，時間を求める式，及び「時速」，「分速」，「秒速」の用語とそれらの意味や求め方などについて理解している。


７　角柱と円柱の体積
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　角柱と円柱の体積
（●教p.78～82）
	関 角柱の体積に関心をもち，進んで体積の求め方を考え，公式としてまとめようとしている。
考 四角柱の体積を既習の図形になおして求め，その式を「底面積×高さ」の式と比較することを通して，四角柱の体積も「底面積×高さ」で求められると統合し，そのことを図や式をもとにして説明している。
技 「底面積×高さ」の式を用いて，角柱や円柱の体積を確実に求めることができる。
知 「底面積」の用語とその意味や，角柱と円柱の体積が「底面積×高さ」で求められ，求め方が統合できることを確実に理解している。
	関 角柱の体積に関心をもち，体積の求め方を考え，公式としてまとめようとしている。
考 四角柱の体積を既習の図形になおして求め，その式を「底面積×高さ」の式と比較することを通して，四角柱の体積も「底面積×高さ」で求められると統合している。
技 「底面積×高さ」の式を用いて，角柱や円柱の体積を求めることができる。
知 「底面積」の用語とその意味や，角柱と円柱の体積が「底面積×高さ」で求められ，求め方が統合できることを理解している。


８　場合の数
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　ならべ方
（●教p.84～88）
	関 遊ぶ順番のいろいろな場合について進んで考えようとしている。
考 並べ方が全部で何通りあるかを，図や表などを用いて考えたり，友達の考えを図から読み取ったりし，筋道だてて説明している。
技 並べ方が何通りあるかや，コインを３回投げたときの表と裏の出方を，図を使って落ちや重なりがなく求めることが確実にできる。
知 並べ方や表と裏の出方が全部で何通りあるかを落ちや重なりがなく求める方法を確実に理解している。
	関 遊ぶ順番のいろいろな場合について考えようとしている。
考 並べ方が全部で何通りあるかを，図や表などを用いて考えたり，友達の考えを図から読み取ったりしている。
技 並べ方が何通りあるかや，コインを３回投げたときの表と裏の出方を，図を使って落ちや重なりがなく求めることができる。
知 並べ方や表と裏の出方が全部で何通りあるかを落ちや重なりがなく求める方法を理解している。

	2　組み合わせ方
（●教p.89～90）
	考 いくつかのもののなかから順番に関係なく２つを選んだときの組み合わせ方の総数について，図や表などを用いて考え，それを筋道だてて説明している。
知 組み合わせ方の総数の求め方を確実に理解している。
	考 いくつかのもののなかから順番に関係なく２つを選んだときの組み合わせ方の総数について，図や表などを用いて考えている。
知 組み合わせ方の総数の求め方を理解している。


９　比
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　比の表し方
（●教p.93～95）
	関 ２つの数量の割合を比で表すよさを理解し，進んで比を用いて考えたり，日常生活に生かしたりしようとしている。
考 １とみる大きさを変えることで，同じ割合を様々な比で表すことができることを数を用いて筋道だてて説明している。
知 「比」の用語とその意味や表し方を確実に理解している。
	関 ２つの数量の割合を比で表すよさを理解し，進んで比を用いて考えようとしている。
考 １とみる大きさを変えることで，同じ割合を様々な比で表すことができることを説明している。
知 「比」の用語とその意味や表し方を理解している。

	2　等しい比
（●教p.96～98）
	考 a：bのaとbに同じ数をかけても，同じ数でわっても比は等しいことを，具体的な等しい比を用いて順序よく説明している。
技 等しい比を見つけたりつくったり，比を簡単にしたりすることが確実にできる。
知 「等しい比」，「比の値」の用語とその意味や表し方を確実に理解している。
	考 a：bのaとbに同じ数をかけても，同じ数でわっても比は等しいことを説明している。
技 等しい比を見つけたりつくったり，比を簡単にしたりすることができる。
知 「等しい比」，「比の値」の用語とその意味や表し方を理解している。


	3　比を使ってみよう
（●教p.99～100）
	考 2つの数量の比とその一方の量を知って他方の量を求めたり，全体の量をある大きさの比に分けたりする問題について，比の性質や比の値，図やxを用いた式などを用いて考え，それを筋道だてて説明している。
技 2つの数量の比とその一方の量から他方の量を求めたり，比例配分の場面を線分図に表して問題を解決したりすることが確実にできる。
	考 2つの数量の比とその一方の量を知って他方の量を求めたり，全体の量をある大きさの比に分けたりする問題について，比の性質や比の値，線分図やxを用いた式などを用いて考え，説明している。
技 2つの数量の比とその一方の量から他方の量を求めたり，比例配分の場面を線分図に表して問題を解決したりすることができる。


10　拡大図と縮図
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　拡大図と縮図
（●教p.104～107）
	関 身のまわりにある拡大図や縮図に興味・関心をもち，それらの図形について積極的に調べ，同じ形の特徴について明らかにしようとしている。
考 対応する辺の長さや角の大きさをもとに，同じ形といえるわけを考えたり，拡大図や縮図にならないことを考えたりし，そのことについて図を用いて説明している。
知 「拡大図」，「縮図」の用語とその意味を確実に理解している。
	関 身のまわりにある拡大図や縮図に興味・関心をもち，それらの図形について積極的に調べようとしている。
考 対応する辺の長さや角の大きさをもとに，同じ形といえるわけを考えたり，拡大図や縮図にならないことを説明したりしている。
知 「拡大図」，「縮図」の用語とその意味を理解している。

	2　拡大図と縮図のかき方
（●教p.108～111）
	関 拡大図や縮図のかき方に興味・関心をもち，拡大図や縮図の意味をもとにして，進んでそれらの図形をかこうとしている。
考 三角形の拡大図や縮図のかき方について，合同な三角形をかく方法をもとにして考え，どの辺の長さや角の大きさをどのような大きさにし，どのような手順でかけばよいかを説明している。
技 方眼を活用したり，相似の中心を利用したりして，拡大図・縮図を確実に正確に作図することができる。
	関 拡大図や縮図のかき方に興味・関心をもち，進んでそれらの図形をかこうとしている。
考 三角形の拡大図や縮図のかき方について，合同な三角形をかく方法をもとにして考え，説明している。
技 方眼を活用したり，相似の中心を利用したりして，拡大図・縮図を作図することができる。


	3　拡大図・縮図の利用
（●教p.112～114）
	考 測定することが困難な場所の長さを求めるときに，三角形の縮図を活用できることを，図や式などを使って筋道だてて説明している。
技 縮図から実際の長さを求めたり，縮図を利用して実際に測定することが困難な場所の長さを計算で求めたりすることが確実にできる。
知 「縮尺」の用語とその意味や表し方，縮図上の長さと実際の長さとの関係を確実に理解している。
	考 測定することが困難な場所の長さを求めるときに，三角形の縮図を活用できることを説明している。
技 縮図から実際の長さを求めたり，縮図を利用して実際に測定することが困難な場所の長さを計算で求めたりすることができる。
知 「縮尺」の用語とその意味や表し方，縮図上の長さと実際の長さとの関係を理解している。


11　比例と反比例
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	1　いろいろな変わり方
（●教p.118～119）
	関 ともなって変わる２つの数量の関係に関心をもち，２つの数量の変化のようすを表に表すなどして進んで調べようとしている。
	関 ともなって変わる２つの数量の関係に関心をもち，２つの数量の変化のようすを進んで調べようとしている。

	2　比例
（●教p.120～122）
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考 比例する２つの数量の関係は，表を横に見て調べればよいことを想起し，xの値が　，　，　，……になるときのyの値の変化について調べ，その変化のしかたを表をもとに説明している。
知 比例の関係において，xの２つの値とそれに対応するyの２つの値の割合は，いつも同じであることを確実に理解している。
	考 比例する２つの数量の関係は，表を横に見て調べればよいことを想起し，xの値が　，　，　，……になるときのyの値の変化について調べている。
知 比例の関係において，xの２つの値とそれに対応するyの２つの値の割合は，いつも同じであることを理解している。

	3　比例の式とグラフ
（●教p.123～126）
	考 比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て，２つの数量の対応関係を調べ，それを式に表し説明している。
技 比例する２つの数量の関係をグラフに正しく表すことができる。
知 yがxに比例するとき，y÷xの値は一定になり，y＝決まった数×xと表せること，及び比例のグラフの特徴について確実に理解している。
	考 比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て，２つの数量の対応関係を調べ，式に表している。
技 比例する２つの数量の関係をグラフに表すことができる。
知 yがxに比例するとき，y÷xの値は一定になり，y＝決まった数×xと表せること，及び比例のグラフの特徴について理解している。

	4　比例を使ってみよう
（●教p.127）
	考 ２つの数量が比例関係にあることに気づき，比例の性質を活用して問題を解決し，それを２つの数量の関係と式から説明している。
	考 ２つの数量が比例関係にあることに気づき，比例の性質を活用して問題を解決している。

	5　反比例
（●教p.129～131）
	関 反比例する２つの数量の関係を考察し，２つの数量の変化のようすを表に表し，進んで調べようとしている。
知 「反比例」の定義や性質，比例の性質との違いを確実に理解している。
	関 反比例する２つの数量の関係を考察し，２つの数量の変化のようすを進んで調べようとしている。
知 「反比例」の定義や性質，比例の性質との違いを理解している。


	6　反比例の式とグラフ
（●教p.132～134）
	考 反比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て，２つの数量の対応関係を調べ，それを表をもとに説明している。
技 反比例する２つの数量の関係をグラフに表すことが確実にできる。
知 yがxに反比例するとき，x×yの値は一定になり，y＝決まった数÷xと表せること，及び反比例のグラフの特徴について，比例のグラフとの違いとともに確実に理解している。
	考 反比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て，２つの数量の対応関係を調べている。
技 反比例する２つの数量の関係をグラフに表すことができる。
知 yがxに反比例するとき，x×yの値は一定になり，y＝決まった数÷xと表せること，及び反比例のグラフの特徴について，比例のグラフとの違いとともに理解している。


12　およその形と面積
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	１　およその形と面積
（●教p.139～141）
	関 身のまわりのいろいろなもののおよその面積を，既習の内容を活用して進んで調べようとしている。
考 曲線を含む形のおよその面積の求め方を，既習経験をもとに考え，図を用いて順序よく説明している。
技 曲線を含むいろいろな形のおよその面積について，方眼のます目を数える方法，求積可能な図形とみる方法を適切に使い分けて求めることができる。
知 曲線を含む形のおよその面積の求め方には，方眼のます目を数える方法と，求積可能な図形とみる方法とがあることを確実に理解している。
	関 身のまわりのいろいろなもののおよその面積を，既習の内容を活用して調べようとしている。
考 曲線を含む形のおよその面積の求め方を，既習経験をもとに考え，説明している。
技 曲線を含むいろいろな形のおよその面積を，方眼のます目を数えたり，求積可能な図形とみたりして求めることができる。
知 曲線を含む形のおよその面積の求め方には，方眼のます目を数える方法と，求積可能な図形とみる方法とがあることを理解している。


13　資料の調べ方
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	１　資料の整理
（●教p.143～146）
	関 ２つのクラスのどちらの記録がよいといえるか，進んで観点を見つけて比べようとしている。
考 ２つのクラスの記録をもとに比べ方を多様に考え，資料をもとに筋道だてて説明している。
技 資料を度数分布表に整理したり，それを読んだりすることが確実にできる。
知 集団の特徴をつかむには，資料の平均や散らばりを調べればよいことを理解し，さらに度数分布表の意味と読み方，表し方を確実に理解している。
	関 ２つのクラスのどちらの記録がよいといえるか，観点を見つけて比べようとしている。
考 ２つのクラスの記録をもとに比べ方を考え，説明している。
技 資料を度数分布表に整理したり，それを読んだりすることができる。
知 集団の特徴をつかむには，資料の平均や散らばりを調べればよいことを理解し，さらに度数分布表の意味と読み方，表し方を理解している。


	2　柱状グラフ
（●教p.147～148）
	関 通学時間の傾向に関心をもち，進んで度数分布表や柱状グラフに表して調べようとしている。
考 資料の傾向を度数分布表や柱状グラフに表して多様に考察し，わかりやすく説明している。
技 度数分布表を柱状グラフに表すことが確実にできる。
知 「柱状グラフ」の用語とその意味，及び読み方や表し方を確実に理解している。
	関 通学時間の傾向に関心をもち，度数分布表や柱状グラフに表して調べようとしている。
考 資料の傾向を度数分布表や柱状グラフに表して考察している。
技 度数分布表を柱状グラフに表すことができる。
知 「柱状グラフ」の用語とその意味，及び読み方や表し方を理解している。

	3　のべ
（●教p.149）
	知 「のべ」の用語とその意味を確実に理解している。
	知 「のべ」の用語とその意味を理解している。

	4　グラフの工夫
（●教p.150～151）
	考 人口ピラミッドを表すグラフやドーナツグラフなどをもとにして，グラフの工夫や資料の特徴について多様に考察し，実際にグラフを指摘しながら説明している。
	考 人口ピラミッドを表すグラフやドーナツグラフなどをもとにして，グラフの工夫や資料の特徴について，説明している。


14　量の単位
	小単元
	十分満足できる
	おおむね満足できる

	１　単位のしくみ
（●教p.157～159）
	関 長さや重さ，かさの単位記号のしくみに興味をもち，進んで関係を考えようとしている。
技 「キロ（k）」や「ミリ（m）」の意味をもとに，単位換算をすることが確実にできる。
知 量を表す単位につく「キロ（k）」，「ミリ（m）」のもつ意味を確実に理解している。また，重さの単位「mg」の意味や大きさを確実に理解している。
	関 長さや重さ，かさの単位記号のしくみに興味をもち，関係を考えようとしている。
技 「キロ（k）」や「ミリ（m）」の意味をもとに，単位換算をすることができる。
知 量を表す単位につく「キロ（k）」，「ミリ（m）」のもつ意味を理解している。また，重さの単位「mg」の意味や大きさを理解している。

	2　長さと面積，体積の単位の関係
（●教p.160～163）
	考 面積や体積を表す単位の関係を正方形や立方体の１辺の長さをもとに考え，図を用いてわかりやすく説明している。
技 面積や体積について，単位換算を確実にすることができる。
知 長さを表す単位と面積，体積を表す単位の関係を確実に理解している。また，体積の単位「kL」の意味や大きさを確実に理解している。
	考 面積や体積を表す単位の関係を正方形や立方体の１辺の長さをもとに考え，説明している。
技 面積や体積について，単位換算をすることができる。
知 長さを表す単位と面積，体積を表す単位の関係を理解している。また，体積の単位「kL」の意味や大きさを理解している。
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